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①.産業廃棄物処理に係る組織の概要
2023年3月31日現在

事業所名

代表者名

所在地

資本金

売上高

TEL メール

FAX URL

環境管理責任者 敷地面積

エコアクション担当者 延床面積

積載重量 台数 架装 作業車両 形状 台数

2t 1 平ﾎﾞﾃﾞｨ クランプ ６台

4ｔ 4 平ﾎﾞﾃﾞｨ フォーク ５台

1.8/2.55ｔ 各1 ダンプ バケット １台

4.5ｔ 1 ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ ﾎｲﾙﾛｰﾀﾞｰ バケット １台

7ｔ 1 ｸﾚｰﾝ付

8.5ｔ 1 ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ

9/9.9ｔ 各1 ﾏｸﾞﾈｯﾄ・ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ

11.4ｔ 1 ｸﾚｰﾝ付

13.3ｔ 1 ウィング

13/13.7ｔ 各1 平ﾎﾞﾃﾞｨ

普通車両 5

軽トラ 1

可燃ごみ（紙くずに限る）圧縮処理施設
※１　これらのうち自動車等破砕物及び特別管理産業廃棄物は除く。
※２　これらのうち自動車等破砕物及び特別管理産業廃棄物であるものを除き、石綿含有産業廃棄物であるものを含む。

廃プラ　７ｔ／８ｈ

設備名 処理能力 用途

設備状況

紐切り選別ライン

トラックスケール

ダブリングシャー

ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾍﾞｰﾗｰ③

ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾍﾞｰﾗｰ②

ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾍﾞｰﾗｰ①

１６０ｔ／８ｈ

１４４ｔ／８ｈ

古紙紐切りライン

計量

各種切断

各種切断

各種切断

古紙プレス

古紙プレス

古紙プレス

１４４ｔ／８ｈ

４０ｔ／５０ｔ台貫

八戸市一般廃棄物処理施設設置許可

古物商

八戸市一般廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物中間処理業

62,640kg

許可名 許可有効期限日許可取得日

令和1年6月13日

（昭和38年3月13日）

令和4年4月1日

平成30年8月18日

平成30年11月26日

令和6年3月31日

令和5年8月17日

令和5年7月20日

8台

北日本産業株式会社

代表取締役　渡辺　宏

青森県八戸市沼館一丁目7番35号

事業の規模 2022年度

廃棄物収集運搬量 廃棄物中間処理量

76,200ｋｇ 62,640kg

古紙取扱量 金属取扱量

21,462,186kg 3,697,544kg

中間処理後の廃棄物

2,800kg

中間処理後の資源物

再生資源卸売業（リサイクル業）
産業廃棄物収集運搬業・産業廃棄物中間処理業・

八戸市一般廃棄物収集運搬業
事業活動の内容

連絡先

法人設立年月日 昭和33年9月9日
１，１００万円

９９５，１９９千円

north-jap@celery.ocn.ne.jp

https://kitanihon-sangyo.com

中嶋　隆弘

中嶋　隆弘

3,496.19㎡

8,810㎡

リフト

車両環境性能

金属類　２８ｔ／８ｈ

ガラス他　０．２ｔ／８ｈ

0178-22-4655

0178-24-2294

切断機 非鉄金属切断

⑤八戸市一般廃棄物処理施設設置許可 R1-0-1/R1-0-2

厨芥類を除く事業系一般廃棄物。

積み替え保管なし。取扱品目：廃油、廃プラ類、紙くず、木くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類。※２

切断：廃プラスチック類、金属くず、木くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず。圧縮：紙くず。※１

許可内容

所有する許可内容

所有車両

③八戸市一般廃棄物収集運搬業

②産業廃棄物収集運搬業

①産業廃棄物中間処理業

許可名 許可番号

八戸市指令第　961号
00200007020
12220007020

Noｘ・PM適合車

全車

低PM認定車

2台

２７年度燃費基準達成車



  

  

北日本産業株式会社 環境経営方針 

基本理念 

   北日本産業株式会社は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることと認識し、全組織を挙げて環境負荷の低減に努力します。 

方  針 

   北日本産業株式会社は、古紙・金属くず再生品加工製造販売、産業廃棄物処理・収集運搬に関わる全ての事業活動と、これらの製品の環境負荷を低減するた

め、次の方針に基づき環境経営活動を推進して地球環境との調和を目指します。 

 

 １．当社の活動、製品またはサービスに関わる環境影響を常に意識し、自主的、積極的に環境への取り組みと継続的な環境負荷の削減を図ります。 

 

 ２．当社の活動、製品またはサービスに関わる環境関連法令、その他要求事項を遵守します。 

 

 ３．当社の活動、製品またはサービスに関わる環境影響のうち以下の項目を環境管理重点テーマとして取り組みます。 

  ①二酸化炭素排出量の削減 

  ②廃棄物排出量の削減（分別による廃棄物の再資源化推進） 

  ③上水使用量の抑制 

  ④電力エネルギー消費抑制 

  ⑤化石燃料消費抑制（ガソリン・軽油・灯油・LPG） 

  ⑥製品及び収集運搬に関わる環境に配慮した活動の推進 

  ⑦人材育成、資質向上教育、生産性向上、事業の積極的情報公開、社会貢献活動の推進 

  ⑧指定可燃物・少量危険物を取り扱う者としての自覚を持った行動と事故防止に努めた意識の向上 

  

 ４．一人一人が環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境方針を全従業員に周知するとともに、環境経営レポートで社外へも公表します。 

上記の方針達成のため、目標を設定し定期的に見直し環境経営システムの継続的な改善に取り組み汚染の予防を図ります。 

制定日 2004年11月 20日 

改定日 2022 年 4 月 8 日(第４版) 

北日本産業株式会社 

代表取締役  渡辺 宏  



③<<環境目標>> 

 2022年度は中長期削減目標(3か年)の初年度にあたる。 

2021年度の実績値を基準値とし、目標値を原単位で設定。 

◎表－各削減目標の目標値一覧（2022年度から 2024年度） 

項目 

基準値 

原単位 

2022年度 

目標値 

2023年度 

目標値 

2024年度 

目標値 

削減率→ １％ １％ １％ 

二酸化炭素排出量 

(Kg-Co2) 

268,365 

10.53 

265,681 

10.42 

262,998 

10.32 

260,314 

10.21 

廃棄物排出量 

（ｔ） 

25.9 

0.001 

25.64 

0.001 

25.38 

0.001 

25.12 

0.001 

上水使用量 

(㎥) 

1,098 

0.04 

1,087 

0.04 

1,076 

0.04 

1,065 

0.04 

電力使用量 

(Kwh) 

213,861 

8.40 

211,722 

8.32 

209,584 

8.23 

207,445 

8.15 

軽油使用量 

(ℓ) 

51,961 

2.04 

51,441 

2.02 

50,922 

2.00 

50,402 

1.98 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量 

(ℓ) 

1,980 

0.078 

1,960 

0.077 

1,940 

0.076 

1,921 

0.076 

灯油使用量 

(ℓ) 

6,762 

0.266 

6,694 

0.263 

6,627 

0.261 

6,559 

0.258 

LPG使用量 

(kg) 

163 

0.006 

161 

0.006 

160 

0.006 

158 

0.006 

コピー紙使用量 

(枚) 

30,125 

1.18 

29,824 

1.17 

29,523 

1.16 

29,221 

1.14 

※基準値は 2021年度の実績値。3か年で基準値に対して 3%の削減目標

を定めている。(各年 1%削減) 

※原単位は 2021年度再生資源搬入数量 25,462tで算出。 

※電力の Co2排出係数は 2019年度から 0.523とする。 

◎表－製品生産量(出荷量)推移 

項目 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

製品生産量 

(出荷量) 

単位：ｔ 

28,710 27,825 27,218 26,942 

◎グラフ－製品生産量(出荷量)推移（重量単位：ﾄﾝ） 
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④ 環境経営計画と取組内容－2022年度－ 

１．二酸化炭素排出量の削減 

二酸化炭素排出元の電力使用設備・化石燃料の使用を極力抑制する。 

省電力機器、省燃費機器・車両への入替。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

２．廃棄物排出量の削減 

分別の徹底、資源物に付着している廃棄物の除去を排出元へ協力依頼

する。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

３．上水使用量の抑制 

クーリングタワーやボイラータンクからの水漏れや、凍結での配水管

破裂防止の日常点検、散水、洗車、洗濯時の節水。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

４．電力エネルギーの消費抑制 

照明、機械設備、PCなど電力を使用する全ての物の節電。 

省電力機器への交換を検討する。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

５．化石燃料消費抑制 

軽油、ガソリン、灯油、LPガスの消費抑制のために、エコドライブの

実践、過積載の厳禁、走行ルートの選定、作業効率の向上を目指す。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

 

 

６．環境関連法令の遵守 

関係各所への報告書、届出書、各種手続きなど正確に行う。 

許可品目以外の廃棄物の取り扱いの禁止、マニフェスト用紙の発行を

正確に行う。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

７．製品及び収集運搬に関わる環境に配慮した活動の推進 

住宅地での車両走行時の振動・騒音への配慮。収集運搬時の積み荷の

飛散や落下が無いようシート掛けの徹底。 

  受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境配慮 

  ○リサイクル率の向上、リフト等の燃料使用量の抑制 

  ○車両のエコドライブの徹底、低公害車の導入検討 

 *上記数値目標ではなく定性目標とする。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

８．人材育成、資質向上教育、生産性向上、地域に対する積極的情報

公開 

八戸市広報誌への広告出稿により会社の認知度を上げ資源リサイクル、

資源物集荷量の向上につなげる。 

人員増強、資格取得だけでなく、情報の共有化を図ることで業務の質

を上げるだけでなく、コロナ罹患などの緊急事態時にも対応する。 

管理担当者：代表取締役 

 

９．指定可燃物・少量危険物を取り扱う者としての自覚を持った行動

と事故防止に努めた意識の向上 

指定可燃物や少量危険物を扱うことによる危険を認識し、火気厳禁や

燃料補給時の燃料漏れによる環境汚染を防止する。 

 

 



⑥環境目標の実績 

 2022年度の目標値とその実績値 

 

表－2022年度の各実績値一覧表（下段は原単位） 

項目 基準値 目標値 実績値 目標達成率 

二酸化炭素排出量 

(kg-Co2) 

268,365 

10.53 

265,681 

10.42 

272,437 

10.88 
-4.2％ 

廃棄物排出量 

(ｔ) 

25.9 

0.001 

25.64 

0.001 

27.57 

0.0011 
-14.9％ 

上水使用量 

(㎥) 

1,098 

0.04 

1,087 

0.04 

1,154 

0.04 
-28.2％ 

電力使用量 

(Kwh) 

213,861 

8.4 

211,722 

8.32 

223,635 

8.9 
-7.6％ 

軽油使用量 

(ℓ) 

51,961 

2.04 

51,441 

2.02 

52,608 

2.09 
-2.7％ 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量 

(ℓ) 

1,980 

0.078 

1,960 

0.077 

1,765 

0.070 
2.5％ 

灯油使用量 

(ℓ) 

6,762 

0.266 

6,694 

0.263 

6,084 

0.244 
7.5％ 

LPG使用量 

(kg) 

163 

0.006 

161 

0.006 

168 

0.007 
-11.8％ 

コピー紙使用量 

(枚) 

30,125 

1.18 

29,824 

1.17 

28,213 

1.12 
6.3％ 

※達成率は小数点以下第 2位四捨五入。 

※原単位は 2021年度再生資源搬入数量 25,462t（基準値目標値） 

 原単位の実績値については、現年度搬入数量 25,160t 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

500

2019年 2020年 2021年 2022年

LPG（Kg）

20000

25000

30000

35000

2019年 2020年 2021年 2022年

コピー用紙（枚）



環境活動の取組結果と評価、次年度の取組内容 

2022年度の環境活動の取組評価と次年度の取組内容 

１．二酸化炭素排出量の削減 

・今年度の目標設定が大幅に数値を減少した 2021年度実績ということ

もあり、ガソリン使用量・灯油使用量・コピー用紙使用量のみにとど

まった。そのため、二酸化炭素排出量は前年よりも増加している。 

社員一人一人の意識を少しでも改善し、目標達成に向けた行動をして

いく。 

◎次年度は、社員への周知徹底を図り、排出抑制の努力をする。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

２．廃棄物排出量の削減 

・銅電力ケーブルが今年度大量に搬入され、剥線作業過程で発生する

ゴム・プラスチックも大量に発生したことから、目標値を大きく上回

ることとなった。一部は、無償引取が可能という情報を得て受入業者

へ持込したが、大部分は産業廃棄物として処分することになった。 

◎引取可能なものは極力選別を行うことで、減量努力する。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

３．上水使用量の抑制 

・節水は継続して行ってきていたが、２月の極端な気温低下及び設備

老朽化で漏水が発生したこともあり、目標を達成することができなか

った。 

◎次年度も散水・洗濯・洗車などの水使用に注意を払い節水に努める。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

４．電力エネルギー消費抑制 

・残念ながら、目標を達成することができなかった。要因としては、

11 月に切断機（アルミ屑等）を導入し稼働させたことが考えられる。 

◎継続して節電努力、作業効率化を行う。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

５．化石燃料消費抑制 

・ガソリンの使用量を削減することができた。業務の見直しを図るこ

とで、車両使用頻度が減少したことが要因として挙げられる。 

・軽油については、一人で業務をこなすことが可能になったが、遠方

の金属屑引取が増加したことで減少させることができなかった。 

◎次年度も継続して作業効率の向上、エコドライブなどに取り組む。 

管理担当者：環境管理責任者 

６．環境関連法令の遵守 

・関係各所より指導や勧告などはなく適正に法令順守できている。 

◎環境関連法令取りまとめ一覧を刷新し、指摘事項を改善する。 

管理担当者：環境管理責任者 

 

７．製品及び収集運搬に関わる環境に配慮した活動の推進 

・住宅地での大型車両走行時、騒音と振動に配慮。 

 積荷の飛散、落下が無いようにシート掛けやロープ掛けを確実に行

い過積載しないようにしている。 

・リサイクル率向上のため、資源物持ち込み業者への禁忌品混入防止

の呼びかけ。 

◎禁忌品混入防止と法令遵守を今後も徹底する。 

管理担当者：環境管理責任者 

８．人材育成、資質向上教育、生産性向上、地域に対する積極的情

報公開 

・コロナ禍なため今期の工場見学等は行わず。 

・情報の共有化を行い、複数名の認識を行う事で資質向上のみならず、

コロナ罹患などの緊急時にも対応できるようにする。 



◎次年度も資格取得など育成と教育を行い従業員の質を向上させる。 

管理担当者：代表取締役 

９．指定可燃物・少量危険物を取り扱う者としての自覚を持った行動

と事故防止に努めた意識の向上 

・火気厳禁、給油時の油漏れ防止を徹底し、事故防止に努めたことで

社員の意識の再確認をした。 

１．環境関連法規等遵守状況及び評価結果、並びに違反・訴訟の有無 

全ての環境関連法規において順守できている。違反や訴訟は一件も

なく関係各所より勧告も指導も受けていない。近隣住民からの苦情も

ない。 

管理担当者：環境管理責任者 

⑦ 代表者による昨年度からの見直し結果と今年度の全体評価 

・前年度に引き続き、新型コロナウイルスの拡大による経済活動が縮

小からの資源物発生量の減少、古紙市況価格の低迷など非常に大変な

一年でありました。 

・前年度からの見直しとして、原単位での目標設定を３か年計画で設

定しましたが、大幅改善された前年度実績が基準となったこともあり、

上回った指標が多くありませんでした。２０２３年度は、社員への周

知を徹底することで、改善を図っていきたいと考えております。 

・９月と１１月に合計２名を新規採用し若返りも図りました。 

従業員の世代交代を円滑に進め、従来の良いところをしっかり引き継

ぎ、改善できるところは積極的に改善を図るスタイルでこの数年すす

めていきたいと考えております。 

・得意先等より、ペットボトルの処理相談が多く寄せられ、取引先で

買取可能なところを新たにみつけたことで、得意先の受入のみならず、

従業員にも専用の回収ボックスに入れるようにしたところ、年間

1,630kgにのぼりました。目標の指標等とははずれてきますが、こうい

った取り組みは継続したいと考えております。 

 

2022年度～2024年度目標値一覧 

◎表－各削減目標の目標値一覧（2022年度から 2024年度） 

項目 
基準値 

2022年度 

目標値 

2023年度 

目標値 

2024年度 

目標値 

削減率→ １％ １％ １％ 

二酸化炭素排出量 

(Kg-Co2) 

268,365 

10.53 

265,681 

10.42 

262,998 

10.32 

260,314 

10.21 

廃棄物排出量 

（ｔ） 

25.9 

0.001 

25.64 

0.001 

25.38 

0.001 

25.12 

0.001 

上水使用量 

(㎥) 

1,098 

0.04 

1,087 

0.04 

1,076 

0.04 

1,065 

0.04 

電力使用量 

(Kwh) 

213,861 

8.4 

211,722 

8.32 

209,584 

8.23 

207,445 

8.15 

軽油使用量 

(ℓ) 

51,961 

2.04 

51,441 

2.02 

50,922 

2.00 

50,402 

1.98 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量 

(ℓ) 

1,980 

0.078 

1,960 

0.077 

1,940 

0.076 

1,921 

0.076 

灯油使用量 

(ℓ) 

6,762 

0.266 

6,694 

0.263 

6,627 

0.261 

6,559 

0.258 

LPG使用量 

(kg) 

163 

0.006 

161 

0.006 

160 

0.006 

158 

0.006 

コピー紙使用量 

(枚) 

30,125 

1.18 

29,824 

1.17 

29,523 

1.16 

29,221 

1.14 

※基準値は 2021年度の実績値。3か年で基準値に対して 3%の削減目標

を定めている。(各年 1%削減) 

2021 年度再生資源搬入数量 25,462ｔを原単位設定として使用した。 

今年度より原単位での目標設定とし、生産に対する負荷量を同じ基準

で比較する。 



⑧ 「北日本産業㈱組織図」 

 
 

 
北日本産業㈱環境経営システム体制図 

代表者 

環境管理責任者 

金属部門 古紙部門 

環境事務局 



 

4.受託、または受領した産業廃棄物の処理量

(i)収集運搬

〇収集運搬量、処理両刀をご記入ください。

〇「月平均」は自動で計算されますが、1年（12か月）のデータ入力を前提に設定していますので、必要に応じて計算式を変更してください。

単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 月平均

kg 0.0 7,100.0 650.0 3,630.0 0.0 0.0 5,290.0 42,880.0 3,980.0 760.0 20.0 0.0 64,310.0 5,359.2

kg 0.0 0.0

kg 170.0 170.0 14.2

kg 6,650.0 210.0 230.0 760.0 430.0 1,690.0 1,750.0 11,720.0 976.7

kg 0.0 13,750.0 650.0 3,840.0 0.0 230.0 6,050.0 43,310.0 5,670.0 760.0 1,940.0 0.0 76,200.0 6,350.0

(ii)中間処理

廃棄物の種類 処理方法等 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 月平均

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 切断 kg 870.0 20.0 690.0 40.0 20.0 30.0 600.0 20.0 70.0 0.0 70.0 30.0 2,460.0 205.0

紙くず 圧縮 kg 0.0 0.0

ｶﾞﾗｽ・陶磁器屑 切断 kg 20.0 20.0 1.7

木くず 切断 kg 170.0 150.0 320.0 26.7

紙くず 圧縮再資源化 kg 4,910.0 4,660.0 3,690.0 3,920.0 4,300.0 3,670.0 6,060.0 4,650.0 6,370.0 3,990.0 2,840.0 3,110.0 52,170.0 4,347.5

金属くず 切断再資源化 kg 190.0 220.0 1,580.0 1,500.0 230.0 0.0 2,050.0 20.0 1,880.0 0.0 7,670.0 639.2

kg 0.0 0.0

kg 0.0 0.0

kg 5,100.0 4,660.0 3,910.0 5,500.0 5,800.0 3,900.0 6,060.0 4,650.0 8,420.0 4,010.0 4,720.0 3,110.0 59,840.0 4,986.7

kg 5,970.0 4,680.0 4,600.0 5,560.0 5,820.0 3,930.0 6,660.0 4,670.0 8,490.0 4,010.0 4,960.0 3,290.0 62,640.0 5,220.0

(iii)最終処分量

処理方法等 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 月平均

kg 0 0

kg 0 0

kg 0 0

kg 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(iv)中間処理後の産業廃棄物（最終処分・再資源化等）

廃棄物の種類 処理方法等 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 月平均

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 焼却・焼成・埋立 kg 870.0 20.0 690.0 40.0 20.0 30.0 600.0 20.0 70.0 0.0 70.0 30.0 2,460.0 205.0

紙くず kg 0.0 0.0

ｶﾞﾗｽ・陶磁器屑 焼却・焼成・埋立 kg 20.0 20.0 1.7

木くず 破砕・チップ化 kg 170.0 150.0 320.0 26.7

紙くず 有価売却 kg 4,910.0 4,660.0 3,690.0 3,920.0 4,300.0 3,670.0 6,060.0 4,650.0 6,370.0 3,990.0 2,840.0 3,110.0 52,170.0 4,347.5

金属くず 有価売却 kg 190.0 220.0 1,580.0 1,500.0 230.0 0.0 2,050.0 20.0 1,880.0 0.0 7,670.0 639.2

kg 0.0 0.0

kg 0.0 0.0

kg 5,100.0 4,660.0 3,910.0 5,500.0 5,800.0 3,900.0 6,060.0 4,650.0 8,420.0 4,010.0 4,720.0 3,110.0 59,840.0 4,986.7

kg 870.0 20.0 690.0 60.0 20.0 30.0 600.0 20.0 70.0 0.0 240.0 180.0 2,800.0 233.3

廃棄物の種類

廃棄物の種類

廃プラスチック類

ガラスくず類

木くずその他

金属くず

収集運搬　月合計

中間処理

う

ち

再

資

源

化

等

再資源化等量　小計　月合計

中間処理　月合計

中間処理後の処分量　月合計

最終処分量　月合計

中

間

処

理

後

の

産

業

廃

棄

物

処

理

委

託

再

資

源

化

等

再資源化等量小計　月合計
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「紐切り機」 

ホッパーへ古紙

を投入する。 

「選別コンベヤ」 

禁忌品や別品目

の古紙を手選別。 

取り除いた禁忌品

は廃棄物として排

出。 

「ベーラー投入」 

ベーラーへ投入し圧

縮する。 

「完成品」 

製紙メーカーへ原料

として売却。 

古
紙
選
別
生
産
工
程 

金
属
切
断
工
程 

「ダブリングシャー」 

鉄くずの切断や圧縮、

アルミ缶などの圧縮を

する。 

禁忌品などは取り除い

て種類ごとに処理。禁

忌品は廃棄物として排

出。 

切断や圧縮した後

に製鉄メーカーへ

原料として売却。 


